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27. 二房性担嚢町 1倒
丸尾亙蒋沙， 13浦和暁，原田康行
田畑揚一員s，小渋智哉(騒橋中央)
胆嚢形態異常の中で，題嚢造影上，二房控を示す砂時
計型担嚢胆石症の経験から，二房f生を示す担嚢の分類，
頻度および担石合評率についての若干の知見を加えた。
二房性を呈す胆嚢は，砂時許型胆嚢，フリジァアンキャ
ップ担嚢，分裂胆嚢に分類され，砂時計型胆嚢はさらに
三亜型に分類されている。分離型，砂時計型，臨壁型で
ある。砂時計型胆嚢は，胆慰症例に対し11.3%程変の頻
度を示し先天性原因に基づくものは，約 6%と考えられ
る。臨床的には担五合許頻度が，高室な点が留意すべき
点と考えられている。 
28. 街龍診翫しえた胆嚢癌の 1治験哲u
山崎一馬，大久保恵司，]I!村功
平野和哉(東金病院)
最近胆嚢癌の 1例を経験したので若干の文献的考察を
加えて報告する。症鰐は 60議男性。主訴は心寵部痛。 
DIC ~こて胆嚢互支部に詮影欠損像を認め， ERCPにても
同部に陰影欠損橡を認めた。車管造影にて担嚢動原末端
に濃染像謹蕩陰影を認め胆嚢癌と診断した。これに対し
胆嚢糧管切除後担管空揚吻合衛にて再建した。病理経織
検査では乳頭状線癌であった。 MFCによる化学療法後
退院し， 8ヶ月後現在外来にて経過をおっている。 
29. 多発胃癌の 3傍
大塚雅昭，塩田彰郎(塩谷病院〉
入江氏康(千大〕
塩谷病誌では昭和48年よ担昭和52年までの 5年間に，
切捺せる胃癌64例中に多発胃撞3例 (4.7%)を経験し
た。 2例辻進行癌と早期症の併存したもので， 1鰐は早
期癌が 2額併存したものであった。当院の切除せる早期
胃癌は14例なので，多発早期胃癌の頭度は 7.2弘であっ
た。 
30. 上露関膜静綜血栓症の 1治験制
菊地俊之，小沢弘有(詔津市立)
鈴木昭一，小林弘忠(千大〉
症例は40歳女性で捜部激痛を主訴として来院した。 2
年前に左大腿部車栓性静腺炎の既往がある。発症より 10
司自に援痛激化し腹部膨瀧著明となり腹部単純にてニボ
ー出現したため，イレウスの疑いにて開腹した所，血性
腹水を認め，回腸末端部より約20cm，口鶴jの由競50cm
が壊死に陥ってお!J，これを切徐し端々吻合した。車栓
は静訴のみに認められた。術直後より抗凝酉療法を行な
い，経遥良好にて第63病自に全治退院した。 
31. 若年者にみられた特異な組織操を呈する蕗癌の 
1惇g
林春幸，斉藤全彦，原 壮
円山正博(、清水厚生)
症例は心室部痛を主訴とする26歳男性。術前検査にて
車中尿中アミラーゼが高誼で，上腹部に腫癌を触知し，
急性捧炎および捧嚢胞の診断にて開腹すると， 障体部の
充実性腫癌であった。病理組織診断にて， n泉房結抱蕎と
判明。術前高値であった車中尿中アミラーゼが切除によ 
F急激に抵下した点，および組織所見から本腫療が，ア
ミラーゼを分館、する機能を有する腫蕩であることが予想
された。 
32. 特発性 S状結腸穿孔の 1儒
今冨修，志村厳，藤原克三 
(13立志村)
全く正常と思われる大腸ι 突然原因不明の穿孔を起
こす症例は，特発性大腸穿孔として知られ，少数ながら
報告がみられるが，我々も最近72歳男性で，叡のトイレ
で排束中，突然穿孔を起こしたと思われる，特発性S状
結揚穿孔の 1例を経験したので若干の文献的考察と共に
報告した。 
33. 小腸細縞肉彊の 1例
入江氏慶，塩罰彰郎，大塚雅昭
(塩谷病院)
腸管に発生する結締肉麗は，比較的稀な疾患である。
症例は， 16歳，女性，下車を主訴とし，上部消化管X線
撮影で，空腸に10ケの讃蕩性病変を認め，多発性空腸潰
療の診断で，広範題小腸切除衡を蒐行した。病理組織像
は，絹綿肉腫であった。術後，現在に至るまで， VEMP 
による化学療法を行い， 2年11ケ丹を経た現在，韓在で
あるー併について，文献的考察を加えて報告した。
